
 

第
十
七
回 

名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
総
会
を
開
催 

 

 

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
六
日
（
土
）
、
ア
イ
リ
ス
愛

知
に
お
い
て
、
名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
平
成
二

十
四
年
度
（
第
十
七
回
）
総
会
を
開
催
し
、
二
十
五
地
区

の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
一
部
で
は
、
活
動
報
告
と
し
て
、
「
平
成
二
十
三
年

度
連
絡
協
議
会
の
活
動
報
告
」
が
な
さ
れ
、
提
案
事
項
と

し
て
、
建
築
協
定
適
合
確
認
書
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第
一
号
議
案
「
平
成
二
十
四
年
度
活
動
計
画
（
案
）」

及
び
、
第
二
号
議
案
「
平
成
二
十
四
年
度
建
築
協
定
連
絡

協
議
会
役
員
改
選
（
案
）
」
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
、
平
成
二
十
年
度
か
ら

二
期
四
年
会
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
伊
藤
氏
が
退
任

さ
れ
、
新
会
長
に
鬼
頭
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

伊
藤
前
会
長
が
顧
問
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
二
部
で
は
、
講
師
に
名
古
屋
市
住
宅
都
市
局
都
市
計 

    

新
会
長 

挨
拶 

    
 
 

建
築
協
定
連
絡
協
議
会
会
長 

鬼
頭
國
二 

伊
藤
前
会
長
の
後
を
受
け
、
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
、
み
ど
り
ヶ
丘
東
地
区
の
鬼
頭
で
ご
ざ
い
ま
す
。
建
築

協
定
連
絡
協
議
会
は
平
成
八
年
に
発
足
し
今
年
で
十
七

年
経
過
致
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
先
輩
方
の
積
み
上
げ
て

い
っ
た
大
き
な
業
績
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

先
輩
方
の
業
績
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
協
議
会
の
本
来
の

目
的
で
あ
る
建
築
協
定
の
普
及
・
啓
発
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

特
に
普
及
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
築
協
定
は

名
古
屋
の
市
民
の
た
め
に
あ
り
、
ま
た
会
員
の
皆
様
方
の

た
め
に
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
市
民
と
会
員
の
皆
様

の
た
め
に
な
る
連
絡
協
議
会
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

画
課
の
阪
野
武
郎
氏
を
お
招
き
し
、
「
陸
前
高
田
市
の
震

災
復
興
と
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
頂
き
ま
し

た
。（
２
・
３
面
に
掲
載
） 

   ■
幅
広
い
協
議
会
活
動
を
展
開 

建
築
協
定
連
絡
協
議
会
顧
問 

伊
藤
政
行 

名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
は
平
成
八
年
に
発

足
し
、
今
年
で
十
七
年
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
長

き
に
わ
た
り
、
連
絡
協
議
会
が
続
い
て
お
り
ま
す
の
も
、

各
地
区
会
員
の
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
活
動
の
お
か
げ
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
連
絡
協
議
会
の
活
動
と
し
て
、
名
古
屋
市
内
の

会
員
間
の
交
流
を
深
め
、
よ
り
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
、

活
発
な
建
築
協
定
の
活
動
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。 

■
地
域
の
つ
な
が
り
形
成
を
日
頃
か
ら
実
践 

 

住
宅
都
市
局
建
築
指
導
部
長 

伊
藤 

誠 

総
会
の
二
部
で
は
、
名
古
屋
市
都
市
計
画
課
の
阪
野
か

ら
、
陸
前
高
田
市
の
震
災
復
興
と
ま
ち
づ
く
り
と
題
し
た

講
演
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
震
災
か

ら
の
復
興
の
た
め
に

は
住
民
の
皆
様
と
行

政
が
協
力
し
あ
っ
て
、

地
域
の
将
来
像
を
描

い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

震
災
後
の
避
難
生
活

を
考
え
ま
す
と
、
市

民
の
皆
様
ど
う
し
の

支
え
合
い
と
い
う
も

の
も
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
日
頃
か
ら
の
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

を
高
め
て
お
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。
そ
の
一
つ

の
手
段
と
し
て
、
建
築
協
定
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
皆
様
は
、
そ
の
つ
な
が
り
の
形
成
を
日
常
か
ら
実

践
し
て
い
る
方
々
で
あ
り
、
市
内
の
中
で
も
先
進
的
な
地

域
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
災
害
時
に
も

大
い
に
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。 

 ■
平
成
二
十
四
年
度
連
絡
協
議
会
活
動
計
画 

総
会
に
て
、
次
の
よ
う
に
二
十
四
年
度
の
活
動
計
画
が

提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

一 

会
員
間
の
情
報
交
換
、
啓
発
活
動
と
し
て
、
総
会
・

勉
強
会
・
全
地
区
委
員
長
会
議
を
実
施
し
、
ま
た
機
関
紙
、

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
を
行
う
。 

二 

各
地
区
へ
の
連
絡
協
議
会
の
協
力
と
し
て
、
紛
争

ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
た
め
の
協
力
、
新
規
締
結
、
更
新
手
続

へ
の
協
力
を
行
う
。 

三 

建
築
協
定
の
Ｐ
Ｒ
普
及
活
動
と
し
て
、
建
築
協
定

の
関
係
団
体
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
一
般
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
、
普

及
活
動
を
行
う
。 

こ
れ
ら
の
具
体
的
な
活
動
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
幅
広
く
会
員
の
意
見
を
聞
き
、
こ

れ
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

平成 24年度 協議会役員 

役 職 氏  名 地  区  名  等 

会 長 鬼頭 國二 みどりヶ丘東地域(緑区) 
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第一部 

総

会

市
民
と
会
員
の 

皆
様
の
た
め
に
… 



（２） 

保健・福祉 

ＬＡＮ 

インフラ 

農業・学校
市民税 

家屋評価

健康診断

衛生駆除
発災 

３月 ４月 ５月 ６月 ８月

          

第
二
部
で
は
、
昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
甚
大

な
津
波
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
、
名
古
屋

市
の
丸
ご
と
支
援
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
今
春
ま
で
現
地
の
復
興

計
画
の
策
定
に
ご
尽
力
を
注
が
れ
た 

阪
野 
武
郎
氏
に
お
越
し

い
た
だ
き
、「
陸
前
高
田
市
の
震
災
復
興
と
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
と
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
名
古
屋
の
ま
ち
づ
く
り
も
戦
後
の
復
興
都
市
計
画

を
原
型
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陸
前
高
田
市

の
被
災
状
況
の
壮
絶
さ
に
再
び
衝
撃
を
感
じ
な
が
ら
も
、
被
災

地
で
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
復
興
へ
の
歩
み
が
感
じ

取
れ
る
、
様
々
な
お
話
し
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

☆
講
演
概
要
☆ 

名
古
屋
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
番
組
の
映
像
視
聴
か
ら
始
ま
り
、 

①
名
古
屋
市
が
陸
前
高
田
市
の
復
興
支
援

に
取
り
組
む
に
至
っ
た
経
緯
・
背
景 

②
「
準
備
」
→
「
計
画
策
定
」
→
「
事
業

展
開
」
と
進
め
ら
れ
た
計
画
策
定
段
階

ご
と
で
の
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み 

に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

下
記
に
、
こ
れ
ら
復
興
に
向
け
た
取
り

組
み
の
う
ち
、
私
た
ち
の
建
築
協
定
に
関

係
が
深
い
「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
話
し

合
い
」
と
「
住
ま
い
の
再
建
」
に
つ
い
て

の
お
話
し
や
ス
ラ
イ
ド
内
容
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。 

     

 
 

復
旧
・
復
興
支
援
へ
の
経
緯
・
背
景 

 

【
陸
前
高
田
市
の
甚
大
な
被
災
状
況
】 

陸
前
高
田
市
は
、
岩
手
県
南
東
部

の
太
平
洋
岸
に
位
置
し
、
北
東
で
大

船
渡
市
、
南
で
宮
城
県
気
仙
沼
市
と

隣
接
す
る
陸
前
海
岸
北
部
の
中
核

都
市
で
す
。 

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
総

人
口
の
１
割
弱
に
あ
た
る
約
２
千

人
の
市
民
の
方
々
が
死
亡
・
行
方
不
明
と
な
っ
た
う
え
、
市
街

地
の
９
割
弱
が
浸
水
、
全
世
帯
の
半
数
家
屋
が
全
・
半
壊
す
る

な
ど
、
被
災
者
数
及
び
人
口
に
対
す
る
被
災
者
の
割
合
と
も
に
、

全
国
被
災
地
の
中
で
も
最
大
級
の
災
害
を
受
け
た
ま
ち
で
す
。 

左
記
写
真
の
よ
う
に
大
津
波
に
よ
り
、
ま
ち
の
ほ
と
ん
ど
が

消
失
し
た
う
え
、
市
の
４
分
の
１
の
職
員
と
庁
舎
を
失
っ
て
お

り
、
行
政
機
能
の
発
揮
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
状
況
で
す
。 

【
名
古
屋
市
独
自
の
支
援
体
制
《
丸
ご
と
支
援
》】 

東
日
本
大
震
災
の
発
災
後
ま
も
な
く
、
河
村
名
古
屋
市
長
が

岩
手
県
・
宮
城
県
両
知
事
と
の
電
話
会
談
後
、「
岩
手
県
へ
の
支

援
が
足
り
な
い
！
」
と
判
断
し
、
被
災
地
の
状
況
把
握
と
支
援

策
の
検
討
の
た
め
、
先
遣
隊
を
岩
手
県
に
派
遣
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
先
遣
隊
の
報
告
に
よ
り
、
陸
前
高
田
市
に
お
い
て
、

「
保
健
師
が
足
り
な
い
」「
多
く
の
職
員
が
失
わ
れ
行
政
機
能
が

麻
痺
し
て
お
り
、
現
場
が
大
変
混
乱
し
て
い
る
」
こ
と
が
判
明

し
、
名
古
屋
市
に
よ
る
陸
前
高
田
市
へ
の
全
面
支
援
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。 

 

名
古
屋
市
に
よ
る
こ
の
支
援
体
制
は
、『
丸
ご
と
支

援
』
と
称
さ
れ
て
お
り
、
複
数
の
各
都
市
そ
れ
ぞ

れ
が
単
一
分
野
へ
の
支
援
を
行
う
従
来
の
進
め
方

(

右
記
上
図)

と
異
な
り
、
そ
の
時
々
に
求
め
ら
れ

る
支
援
を
総
合
的(

右
記
下
図)

に
進
め
た
も
の
で

あ
り
、
常
時

人
以
上
、
市
の

部
局
延
べ

人

の
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。 

具
体
の
派
遣
分
野
は
上
図
の
と
お
り
、
保
健
師

や
窓
口
業
務
へ
の
従
事
を
皮
切
り
に
、
道
路
・
上

下
水
道
等
の
ま
ち
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
、
農
業
関
連

や
学
校
施
設
整
備
へ
と
展
開
さ
れ
、
そ
の
後
に
税

務
・
衛
生
等
分
野
へ
な
ど
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
や

状
況
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と

に
留
意
し
て
、
名
古
屋
市
の
丸
ご
と
支
援
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。 

本
年
度
は
、
派
遣
者
数
等
の
規
模
は
縮
小
さ
れ

た
も
の
の
、
土
地
区
画
整
理
な
ど
の
専
門
性
の
高

い
分
野
で
の
人
材
派
遣
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

14

127

20

１ 

保
健
・福
祉

上
下
水
道

消

防

住
民
票

農
業
振
興

名 古 屋 市 

陸 前 高 田 市 

丸ごと支援

保
健
・福
祉

上
下
水
道

消

防

住
民
票

農
業
振
興

Ａ 

市 

被 災 自 治 体 

従 来

Ｂ 

市 

Ｃ 

市 

Ｄ 

市 

Ｅ 

市 

講師プロフィール 

平成13年：名古屋市に入庁、住宅都市局街路計画課に配属

平成16年：日本道路公団に赴任 

平成18年：財団法人都市づくりパブリックセンターに赴任

平成20年：住宅都市局市街地整備課に配属 

平成23年：陸前高田市復興対策局に派遣 

現在、住宅都市局都市計画課の技師としてご活躍中 

岩手県
陸前高田市

名古屋市

<被災前> 

<被災後> 

  
 

 
 

名
古
屋
市
住
宅
都
市
局 

都
市
計
画
部
都
市
計
画
課 

阪
野 

武
郎 

氏 
陸
前
高
田
市
の
震
災
復
興
と
ま
ち
づ
く
り 

～
名名
古古
屋屋
市市
にに
おお
けけ
るる
陸陸
前前
高高
田田
市市
のの
復復
旧旧
・・
復復
興興
支支
援援
～ 

講
演
会 

第二部 



（３） 

スライドと解説による講演の様子

 
 

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み 

 
【
多
種
多
様
な
協
議
・
話
合
い
の
場
の
開
催
】 

市
民
の
避
難
所
生
活
が
仮
設
住
宅
で
の
生
活
に
、
国
・
県
・

市
の
試
行
錯
誤
の
打
合
せ
が
復
興
構
想
会
議
の
「
復
興
へ
の
提

言
」
へ
と
、
発
災
後
の
手
探
り
、
足
踏
み
状
態
か
ら
一
歩
踏
み

出
し
始
め
た
７
月
頃
か
ら
、
本
格
的
な
復
興
計
画
の
策
定
に
向

け
た
議
論
・
検
討
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

国
土
交
通
省
直
轄
の
調
査
業
務
や
市
民
現
地
意
向
調
査
実
施

後
の
８
月
か
ら

月
に
か
け
て
、
有
識
者
・
各
団
体
代
表
・
地

区
協
議
会
代
表
・
議
員
等
の
総
勢

名
で
構
成
さ
れ
る
「
震
災

復
興
計
画
検
討
委
員
会
」
が
計
５
回
開
催
さ
れ
る
な
か
、
居
住

や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ま
ち
づ
く
り
を

語
る
会
、
地
区
別
市
民
説
明
会
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
・
住
民

の
意
見
が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
う
ち
、
地
区
別
市
民
説
明
会
は
、
全

地
区(

被
災

地
８
地
区)

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
日
、
会
場
に
入
れ
な
い
参
加
者
が

通
路
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど(

写
真)

で

あ
っ
た
う
え
、

市
民
の
積
極

的
な
協
力
の

も
と
に
説
明

会
が
実
施
さ

れ
た
な
ど
、

復
興
へ
の
重

要
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。 

【
住
民
意
見
に
よ
る
計
画
案
の 

見
直
し
事
例
】 

陸
前
高
田
市
の
南
部
に
位
置
し
、
か
つ

て
の
交
通
要
衝
の
宿
場
町
と
し
て
今
日

ま
で
歴
史
的
な
街
並
み
を
残
し
て
い
た

「
今
泉
地
区
」
で
の
復
興
計
画
当
初
案
は
、

計
画
策
定
側
と
住
民
側
と
で
、
若
干
の
考

え
方
の
相
違
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

避
難
先
か
ら
の
住
宅
等
の
移
転
先
確
保
が
骨
格
と
な
る
復
興

計
画
案
は
、
歴
史
的
街
並
み
の
近
接
地
を
盛
土
し
て
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
の
再
生
を
図
る
こ
と
を
基
本
に
、
北
部
の
高
台
に
新

た
な
宅
地
を
整
備
す
る
プ
ラ
ン
を
当
初
に
計
画
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
地
区
住
民
の
多
く
は
、
歴
史
的
街
並
み
の
再
生
地

よ
り
も
、
津
波
浸
水
の
恐
れ
が
な
い
高
台
の
住
宅
団
地
へ
の
移

転
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
南
部
の
高
台
へ
よ

り
大
き
な
住
宅
団
地
を
追
加
配
置
す
る
プ
ラ
ン
へ
と
変
更
し
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
行
政
と
市
民
の
考

え
方
に
乖
離
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
事
例
の
一
つ
で
す
。 

           【
失
わ
れ
た
住
ま
い
の
再
建
】 

市
内
の
全
世
帯
約
８
千
世
帯
の
う
ち
半
数
の

千
世
帯
が
全

壊
・
大
規
模
半
壊
の
建
物
被
害
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
全
て
の

世
帯
の
住
宅
の
再
建
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

復
興
へ
の
計
画
段
階
に
入
っ
た
７
月
に
実
施
さ
れ
た
「
市
民

現
地
意
向
調
査
」
で
の
移
転
先
候
補
地
に
関
す
る
地
区
代
表
者

と
の
意
見
交
換
を
皮
切
り
に
、
８
月
に
「
居
住
に
関
す
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
被
災
全
世
帯
に
郵
送
し
ま
し
た
。 

そ
の
回
収
結
果
と
し
て
、
市
民
が
希
望
し
て
い
る
住
ま
い
は
、 

①
集
合
住
宅
は
少
な
く
、
大
半
が
戸
建
て
の
持
ち
家
住
宅 

②
津
波
に
よ
る
浸
水
が
な
い
安
全
な
市
内
の
高
台
へ
の
移
転 

③
被
災
前
の
地
区
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
た
い 

で
あ
り
、
お
盆
に
家
族
・
親
戚
間
で
相
談
が
な
さ
れ
た
の
か
、 

こ
の
頃
か
ら
、
住
ま
い
の
再
建
に
関
す
る
、
市
民
か
ら
行
政

へ
の
相
談
件
数
が
増
え
て
き
ま
し
た
。 

 

 

そ
し
て
、
地
区
別
市
民
説
明
会

を
経
て

月
に
は
、
住
宅
再
建
に

加
え
土
地
の
利
活
用
に
関
す
る

「
住
宅
再
建
意
向
調
査
」
や
「
個

別
市
民
相
談
会
」
「
集
落
別
市
民

相
談
会
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

阪
神
淡
路
大
震
災
時
で
の
住

宅
再
建
と
は
条
件
が
異
な
り
、
津

波
被
災
者
に
と
っ
て
は
、
土
地
の

移
転
や
利
活
用
等
の
検
討
が
重

要
で
、
被
災
者
に
大
き
な
判
断
を

強
い
る
段
階
で
あ
り
、
そ
の
方
向

性
の
も
と
、
具
体
の
事
業
手
法
の

検
討
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。 

☆
☆
講
演
を
お
聴
き
し
て
☆
☆ 

東
北
復
興
支
援
へ
の
一
環
と
し
て
、
自
ら
行
わ
れ
た
こ
と
、

感
じ
ら
れ
た
こ
と
を
自
ら
の
言
葉
で
お
話
し
い
た
だ
き
、
臨
場

感
十
分
に
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

冒
頭
の
映
像
視
聴
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
名
古
屋
市
の
「
丸

ご
と
支
援
」
は
、
ま
ず
極
め
て
理
に
か
な
っ
た
支
援
策
と
の
印

象
を
受
け
、
名
古
屋
市
民
と
し
て
誇
ら
し
い
思
い
を
持
た
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
市
民
の
方
々
の
住
民
説
明
会
で
の
積
極

的
な
意
見
交
換
や
運
営
協
力
に
、
復
興
の
重
み
と
大
き
な
期
待

を
十
分
に
感
じ
取
れ
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
以
降
、
人
と
人
、
家
族
や
地
域
の
『
絆
』
の

大
切
さ
が
見
直
さ
れ
る
な
か
、

私
た
ち
が
進
め
る
建
築
協
定

も
地
域
の
絆
を
深
め
る
活
動

の
一
つ
と
し
て
、
さ
ら
な
る
拡

が
り
を
目
指
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

東
北
地
方
の
い
ち
早
い
復

興
へ
の
願
い
と
、
さ
ら
な
る
支

援
の
必
要
性
を
再
認
識
で
き

た
ひ
と
時
で
し
た
。 

12

3.9

11

50

11 

２

当初計画に盛り込まれ
ていた「高台宅地」 

住民との協議を通じて、新たに
盛り込まれた「高台宅地」 

歴史的街並み
再生を目指す
「盛土宅地」 

産業用地

公園

防潮堤

<３月><８月><12月>

先ずは明日の生活
家族の安否

仮設住宅（個
室）が欲しい

移転はなんとか出来
そう。でも制度が複雑

どれくらい支援
があるのか

土地をどうしようか土地はいくらで 
売れるの 

仮設住宅から
出たい

情報が少ない
行政の動きが

悪い
地域のみんなと 
意見が合わない 

判断を迫られる焦り、少
ない情報への苛立ち、

遅い復興への怒り 

再建は出来そうな
ので、とりあ 
えず一安心 

住宅再建は 

まだ先の話 



 

事
務
局
よ
り 

 

 

 
■
新
任
役
員
の
お
知
ら
せ 

 

今
回
の
総
会
で
、
第
二
号
議
案
「
平
成
二
十

四
・
二
十
五
年
度
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
役
員
名

簿
（
案
）
」
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
島
本
副
会
長

が
退
任
さ
れ
、
幹
事
役
員
と
し
て
河
村
氏
が
新
た

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
退
任
役
員
の
挨
拶 

（
退
任
）
島
本 

昌
彦
（
み
ど
り
ヶ
丘
北
地
域
） 

 

４
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
方
の
お
陰
で
、
な
ん
と
か

任
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、「
街
づ
く
り
な
ご
や
」
を
創
刊
号
か

ら
読
ん
で
、
記
事
の
内
容
を
ア
イ
テ
ム
別
に
整
理

出
来
た
事
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
収
穫
で
し
た
。 

 

一
方
、
も
う
少
し
地
域
に
入
り
こ
ん
だ
活
動
が

出
来
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
と
、
今
に
な
っ
て
反
省

し
て
い
ま
す
。 

 

■
新
任
役
員
の
挨
拶 

（
新
任
）
河
村 

安
憲
（
み
ど
り
ヶ
丘
北
地
域
） 

去
る
五
月
二
十
六
日
の
連
絡
協
議
会
の
総
会

に
お
い
て
、
幹
事
に
ご
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
種
の
仕
事
に
は
、
浅
学
非
才
の
う
え
、
不
慣

れ
な
私
が
務
ま
る
か
否
か
心
も
と
な
い
限
り
で

す
が
、
精
一
杯
建
築
協
定
の
理
念
を
生
か
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
皆
様
が
よ
り
よ
い
街
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
、
地
域
の
代

表
者
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
努
力
い
た
す
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
は
、
緑
区
の
み
ど
り
ヶ
丘
北
地
域
に
属
し
て

い
ま
し
て
、
協
定
区
域
の
面
積
は
四
四
三
六
一
・

二
七
平
方
メ
ー
ト
ル
で
八
十
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

の
ご
加
入
を
得
て
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
、
皆
様
の
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
幹
事
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 ■
協
定
の
現
況
（
平
成
二
十
四
年
六
月
末
現
在
） 

地
区 

 

四
十
一
地
区 

協
定
者 

約
四
六
〇
〇
人 

面
積 

 

約
九
十
四
万
㎡ 

（
全
市
域
の
約
〇
・
二
九
％
） 

 

■
協
定
地
区
の
紹
介 

 

（
平
成
二
十
三
年
七
月
～
平
成
二
十
四
年
六
月
分
）  

○
新
規
締
結
地
区 

《
鳴
子
東
地
区
》 

・
所
在
地 

緑
区
鳴
子
町
四
丁
目
、
五
丁
目 

・
締
結
日 

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日 

・
期
間 
五
年
間
（
自
動
更
新
有
） 

・
制
限
概
要 
一
戸
建
住
宅
。
地
階
を
除
き 

 
 
 
 

 
 
 

階
数
二
以
下
。
敷
地
の
分
割
・

地
盤
面
の
高
さ
の
原
則
禁
止
。 

 

○
自
動
更
新
地
区 

《
大
屋
敷
地
区
》 

 

・
所
在
地 

守
山
区
大
屋
敷
、
守
山
区
西
城
一

丁
目 

 

・
更
新
日 

平
成
二
十
三
年
七
月
十
三
日 

 

・
期
間 

五
年
間 

 

《
グ
ロ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
野
並
南
》 

 

・
所
在
地 

緑
区
鳴
海
町
伝
治
山 

 

・
更
新
日 

平
成
二
十
三
年
七
月
三
十
日 

 

・
期
間 

十
年
間 

 

《
南
明
町
三
丁
目
》 

・
所
在
地 

千
種
区
南
明
町
三
丁
目 

・
更
新
日 

平
成
二
十
三
年
十
月
二
日 

・
期
間 

五
年
間 

 

 《
高
社
一
丁
目
北
地
区
》 

 

・
所
在
地 

名
東
区
高
社
一
丁
目 

 

・
更
新
日 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
日 

 

・
期
間 

十
年
間 

 
 《

名
駅
四
丁
目
愛
知
県
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
・
中

経
ビ
ル
地
区
》 

・
所
在
地 

中
村
区
名
駅
四
丁
目 

・
更
新
日 

平
成
二
十
四
年
五
月
六
日 

・
期
間 

十
年
間 

 ○
失
効
地
区 

《
内
方
町
》《
若
水
・
振
甫
・
田
代
地
区
》 

 

■
更
新
を
迎
え
る
地
区 

（
平
成
二
十
四
年
六
月
末
現
在
） 

平
成
二
十
四
年
度
に
更
新
（
自
動
更
新
を
含

む
）
を
迎
え
る
地
区
は
次
の
通
り
で
す
。
ス
ム
ー

ズ
に
更
新
手
続
き
を
行
う
た
め
に
早
め
の
準
備

を
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。（
併
記
の
日

付
は
、
協
定
期
限
を
示
し
て
い
ま
す
。
） 

 ○
更
新
地
区 

・
西
山
元
町
１
丁
目
地
区 

平
成
二
十
五
年
一
月
九
日 

 

○
自
動
更
新
地
区 

・
小
井
堀
町
地
域 

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
二
日 

・
み
ど
り
ヶ
丘
北
地
域 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
八
日 

 

■
隣
接
地
加
入
状
況(
平
成
二
十
三
年
度
か

ら
平
成
二
十
四
年
六
月) 

・
洲
山
町
三
丁
目
町
内
会
地
区 

 

一
件 

・
み
ど
り
ヶ
丘
北
地
域 

 
 

 
 

一
件 

・
戸
部
町
南
部
地
区 

 
 
 

 
 

二
件 

 ■
現
在
検
討
中
の
地
区 

昭
和
区
、
千
種
区
に
お
い
て
、
新
規
締
結
に
向

け
て
検
討
中
の
地
区
が
あ
り
ま
す
。 

 ■
活
動
に
対
す
る
ご
意
見
等
に
つ
い
て 

 

名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
で
は
、
活
動

に
対
す
る
ご
意
見
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
頂

い
た
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
役
員
会
・
事
務
局
内

に
て
検
討
の
う
え
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
へ
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。（
事
務
局

へ
お
申
し
出
下
さ
い
。）  

 
 

  

■
事
務
局
の
異
動
の
お
知
ら
せ 

〈
新
任
〉
森 

技
師 

 ■
新
任
挨
拶 

（
森
技
師
） 

 

こ
の
四
月
か
ら
、
建
築
指
導
課
で
建
築
協
定
の

担
当
と
な
り
ま
し
た
。
気
分
も
新
た
に
頑
張
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
編 

集 

後 

記
● 

 

 

機
関
紙
街
づ
く
り
な
ご
や
二
十
一
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
日
頃
の
建
築
協
定
の
活
動
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
回
の
総
会
で
は
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
体
制
と
な
り
、
気
持
ち
も
新
た
に
建
築
協
定
連
絡
協

議
会
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

編
集
委
員 

鬼
頭
國
二 

藤
沢
健
一 

お
知
ら
せ 


